




【プログラム】
講師陣ご紹介（ご出講順）


ご企画：十一　　元三　先生：京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系(臨床認知神経科学分野) 教授





岡田　　俊　　先生：京都大学大学院医学研究科　精神医学分野講師


久保田　泰考　先生：滋賀大学 保健管理センター 准教授 精神科医








№０９８４０








日程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　　師


（敬称略）�
�
1


月


30


日


(土)�
12:30～12:40�
（事務局事務連絡）�
�
�
�
12:40～14:00�
児童精神保健（１）ＡＤ/ＨＤ・チック障害・強迫性障害・摂食障害�
岡田　　俊�
�
�
14:10～15:30�
児童精神保健（２）広汎性発達障害：薬物療法を含む医療と支援�
十一　　元三�
�
�
15:40～17:00�
成人精神保健（１）パーソナリティ障害とうつ病・双極性障害�
久保田 泰考�
�
1


月


31


日


(日)�
10:10～11:30�
成人精神保健（２）パニック障害・社会不安障害・解離性障害�
久保田 泰考�
�
�
12:30～13:50�
児童精神保健（３）統合失調症と若年周期性精神病�
岡田　　俊�
�
�
14:00～15:20�
精神保健（総合）　注意すべき児童期併存障害と保護者の家族病理�
十一　　元三�
�
�
15:30～16:30�
講師討議と質疑応答


（前半）講義内容への質問


（後半）総合質疑・意見交換�
司会：十一　元三


講師参加�
�
※　時間割・テーマについては、多少内容が異なる場合があることをお含みください。





メンタルヘルス（精神保健）の中で発達障害が社会的注目を受けるようになり、幼児や学童に限らず、大学生、就労現場などあらゆる年齢層において発達障害への気づきの重要性が認識されるようになりました。一方、発達障害以外にも、児童期から様々な精神疾患を持つことは稀ではないことが明らかになってきました。昨年における学校保健法の約50年ぶりの画期的改正（「学校保健安全法」）もそのような状況を背景としています。不登校・学校生活への不適応に限らず、大学生の引きこもりや適応障害、職場で頻発するうつ病やパニック障害を始め、メンタルヘルスの問題を正しく理解することが不可欠であると言えます。実際、特別支援教育でもそうですが、子どもを支援するうえで家族のメンタルヘルスを視野に入れない限り、解決に向けた取り組みにうまく繋げることが困難です。


本講座では、昨年度までの企画と同様、アスペルガー障害を中心とする発達障害についての理解に力点をおきつつ、児童から成人にみられる主な障害について学べるよう企画しました。講義では要所に簡潔な事例を呈示し、薬物療法についても基本的な知識を提供します。児童と成人に関する基本知識が有機的に結び付くことで、現実に遭遇する複合的な問題に対応できる視点を得ることを目指します。


京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 教授　十一　元三








２００９年度　大阪集中講座








期　日	：２０１０年１月３０日（土）～３１日（日）


受講対象	：教育・医療（心療内科・小児科など精神科近接領域）・心理・産業保健・就労支援・福祉・保育等の機関・現場で精神保健にかかわる方々、大学生・大学院生など興味のある方


定　員	：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：１２,０００円（税込み）･･･昼食は各自でご用意ください


主　催	：財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021


会　場	：大阪社会福祉指導センター


（大阪市中央区中寺１丁目１－５４　　　TEL 06-6762-9471）


（市営地下鉄谷町線・長堀鶴見緑地線共に「谷町６丁目」下車④番出口から徒歩５分）








児童と成人の精神医学の基礎を学ぶ

















